
一般社団法人富山県芸術文化協会 第83回理事会
ドイツ・第16回リンゲン世界こども演劇祭派遣事業等、

令和７年度事業計画案等を承認

竹
内
延
和
県
生
活
環
境
文
化
部
長
、
杉
原
英
樹
県
芸
術
振
興
課
長

等
を
来
賓
に
迎
え
、
理
事
・
監
事
・
参
事
・
事
務
局
幹
事
等
約
80
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
理
事
の
候
補
者
案
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
７
年

度
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の
骨
子
、
令
和
６
年
度
事
業
経
過
報
告
、

役
員
の
異
動
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
国
際
交
流
事
業
で
は
、「
第
16
回
リ
ン
ゲ
ン
世
界
こ
ど

も
演
劇
祭
派
遣
事
業
」と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
リ
ン
ゲ
ン
で
６
月
に
開
催

さ
れ
る
本
演
劇
祭
に
、
可
西
舞
踊
研
究
所
を
派
遣
し
公
演
を
行
う
予

定
で
す
。

ま
た
、「
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展
」は
令
和
７
年
６
月
28
日
㈯
・

29
日
㈰
、「
と
や
ま
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
」は
８
月
３
日
㈰
、「
富
山
県
青

少
年
美
術
展
」は
９
月
６
日
㈯
～
９
日
㈫
、「
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭

2
0
2
5　
全
日
本
地
域
選
抜
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
ガ
ラ 

in 

利
賀
」は

10
月
12
日
㈰
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

一
般
社
団
法
人
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
第
83
回
理
事
会
を

12
月
11
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
で
開
催

し
ま
し
た
。

※
役
員
の
異
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
《 

顧　
問 

》　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上
野　
　
等

※
役
員
候
補
者

（
令
和
７
年
５
月
開
催
社
員
総
会
で
就
任
予
定
）

　
《 

理　
事 

》　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

沢
井　
一
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
野　
博
和
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と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
２
４　
可
西
晴
香
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス　
洋
舞
公
演「
ダ
ン
ス
・
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン　

Vol.

２
」を
、
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

に
て
12
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

本
公
演
は
、
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
受
賞
者
に
よ
る
富
山
在

住
、
出
身
の
若
手
舞
踊
人
に
よ
る
意
欲
的
な
ス
テ
ー
ジ
と
、

富
山
と
舞
台
芸
術
の
交
流
を
続
け
て
い
る
プ
ラ
ハ
・
ボ
ヘ
ミ

ア
バ
レ
エ
団
に
よ
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
舞
踊
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
バ
レ
エ
団
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
マ
リ
カ
・
ブ
ラ

ホ
ト
ヴ
ァ
ー
氏
は
じ
め
６
名
の
団
員
が
来
県
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
受
賞
者
の
う
ち
洋
舞
で
活

躍
す
る
15
名
が
出
演
。
県
外
で
活
躍
す
る
永
森
彩
乃
さ
ん
、

津
田
ゆ
ず
香
さ
ん
、
水
島
晃
太
郎
さ
ん
ら
が
出
演
す
る
な
ど

11
作
品
が
上
演
さ
れ
、
出
演
者
が
学
ん
だ
研
究
所
の
強
み
や

踊
り
手
の
個
性
が
現
れ
た
舞
台
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
に
よ
る
、
男
女
の

関
係
の
脆
さ
に
つ
い
て
描
い
た
デ
ュ
エ
ッ
ト
作
品「
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
レ
ス
・
フ
ラ
ジ
リ
テ
ィ
」、
足
を
骨
折
し
て
い
て

も
踊
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
た「
私
の
目
は

泣
く
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
」、
原
曲
の
内
容
と
深

み
を
見
事
に
表
現
し
た「
ト
リ
オ 

ト
短
調
」の
３
作
品
が
上

演
さ
れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

本
公
演
は
、
２
０
２
２
年
に
続
き
、
２
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

とやま舞台芸術祭２０２４　可西晴香プロデュース　洋舞公演
「ダンス・エキシビジョン　Vol.２」

「遣らずの雨―その時、私は―」（可西舞踊研究所）

「トリオ ト短調」（ボヘミアバレエ団）

「Edgeに立つ」（松　理沙）

「私の目は泣くためだけにあるのではない」（ボヘミアバレエ団）
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御
祝
儀
舞「
雛
鶴
三
番
叟
」を
富
山
県
日
本
舞
踊
協
会
が
演
じ
、

第
一
部「
長
唄
と
琵
琶
で
綴
る 

義
経
物
語
」で
は
、
長
唄
三
味
線
方

家
元
の
稀
音
家
六
四
郎
氏
、
杵
屋
佐
喜
氏
、
稀
音
家
六
公
郎
氏
、

杵
屋
勝
英
治
氏
、
ま
た
、
鳴
物
・
囃
子
方
家
元
の
望
月
太
左
衛
門

氏
、
福
原
寛
氏
、
望
月
大
貴
氏
ら
を
招
い
て
県
内
長
唄
、
琵
琶
、

鼓
等
の
邦
楽
演
奏
者
が
出
演
。「
鞍
馬
山
」「
五
條
橋
」「
安
宅
の
松
」を

演
奏
し
、
義
経
物
語
の
情
景
を
長
唄
等
に
よ
り
、
表
現
し
ま
し
た
。

「
勧
進
帳（
延
年
の
舞
、
滝
流
し
）」で
は
可
西
舞
踊
研
究
所
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
富
士
原
文
以
千
乃
氏
に
よ
る
企
画
・
構
成
で「
和
と

洋
の
彩
り
」が
上
演
さ
れ
、
富
山
出
身
の
吉
崎
克
彦
氏
、
片
山
瞠
山

氏
ら
を
招
い
て「
ス
ペ
イ
ン
風
即
興
曲
」や「
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」、

「
雪
月
花
に
よ
せ
て
」な
ど
箏
・
尺
八
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
・

声
楽
が
共
演
し
会
場
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。
満
員
の
観
客
が

来
場
す
る
大
盛
況
の
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
2
4　
稀
音
家
多
祢
祐
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

邦
楽
公

演
を
２
月
２
日
、
富
山
県
教
育
文
化
会
館
で
開
催
し
、
邦
楽
・
洋
楽
・
舞
踊

が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
演
目
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
２
４

稀
音
家
多
祢
祐
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス　
邦
楽
公
演

「
み
ら
い
に
響
く
　
和
の
調
べ
」

御祝儀舞「雛鶴三番叟」

「雪月花によせて」

「勧進帳（延年の舞、滝流し）」
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総
数
１
１
２
編
の
応
募
の
中
か
ら
、
選

者
の
川
本
皓
嗣
先
生
と
田
中
和
生
先
生
に

よ
る
選
考
の
結
果
、
文
学
賞
１
編
、
佳
作

６
編
が
決
定
し
ま
し
た（
佳
作
は
下
記
）。

授
賞
式
は
３
月
20
日
パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会

館
に
て
開
催
し
、
文
学
賞
受
賞
者
に
正
賞

「
森
の
精
」（
青
山
三
郎
作
木
彫
刻
像
）な
ら

び
に
副
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

佳
作

緑
山
イ
ナ
エ（
小
説
）「
ど
よ
め
く
子
ら
」

 

大
田
夏
穂（
児
童
文
学
）

「
八
月
一
日
の
花
火
」

寺
﨑
浩
文（
詩
）　　
　
　
　
「
鏡
の
子
」

星
川
郁
乃（
短
歌
）　
「
そ
の
の
ち
の
秋
」

く
ろ
せ
行
雲（
俳
句
）　　
　
「
己
が
影
」

國
本
三
九
良（
川
柳
）　
「
生
活
の
足
音
」

（
敬
称
略
）

次
回〈
第
44
回
と
や
ま
文
学
賞
作
品
募
集
〉

締
切
： 

令
和
７
年
９
月
30
日
消
印
有
効

森
田
ゆ
か
り
さ
ん
の
児
童
文
学「
魔

法
の
お
て
ん
き
あ
め
」が「
第
43
回
と

や
ま
文
学
賞
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
展
に
は
、
韓
国
江
原

特
別
自
治
道
か
ら
書
画
作

品
30
点
が
出
品
さ
れ
、
色

彩
豊
か
な
書
画
や
ハ
ン
グ

ル
で
書
か
れ
た
書
等
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

展
覧
会
開
催
に
合
わ
せ
、
韓
国
江
原
特

別
自
治
道
女
流
書
藝
家
協
会
よ
り
出
展
作

家
12
名（
団
長
：
朴
景
自
会
長
）が
来
県
し
、

富
山
の
作
家
と
作
品
に
つ
い
て
語
り
合
う

な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

書
藝
家
展
開
催
に
先
立
ち
22
日
に
、
県

芸
文
協
と
県
書
道
連
盟
、
韓
国
江
原
特
別

自
治
道
女
流
書
藝
家
協
会
が
、
今
後
も
両

国
で
書
藝
展
を
開
催
す
る
協
約
書
の
調
印

を
行
い
ま
し
た
。

「
韓
国
江
原
特
別
自
治
道
女
流
書
藝
家
展
と
や
ま
２
０
２
４
」を
11
月

23
日
か
ら
26
日
ま
で
、
富
山
県
民
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た（
併
催
：
第

73
回
富
山
県
芸
術
祭
美
術
連
合
展
）。

日韓国際交流書藝展
韓国江原特別自治道女流書藝家展
とやま２０２４

● 

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●

（
令
和
６
年
11
月
～

受
賞
順・敬
称
略・記
名
順
不
同
）

令
和
６
年
度
地
域
文
化
功
労
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰

�

長
谷
川
総
一
郎

第
29
回
と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞

�

廣
瀬　
ふ
み
子

訃　

報

永
年
、
当
協
会
の
文
芸
事
業
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た「
と
や
ま
文
学
」

元
編
集
委
員
の
野
島
清
治
氏
が
12

月
25
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ご
功
績
に
深
く
感
謝
し
、
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

『
と
や
ま
文
学
』第
43
号
発
刊

・
受
賞
作
、
招
待
作
品
掲
載

・ 

特
集　
富
山
大
空
襲
80
年　
文
芸
を

通
し
て

定
価　
１
０
０
０
円（
税
込
）

芸
文
協
事
務
局
他
、県
内
一
部
書
店
で
販
売

※
芸
文
協
会
員
割
引
あ
り（
事
務
局
で
購
入
時
）

第
43
回

　
と
や
ま
文
学
賞

4



熊
倉
功
夫
氏（
M
I
H
O 

M
U
S
E
U
M

（
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）館
長
）を
講
師
に

お
迎
え
し
、
富
山
県
教
育
文
化
会
館

ホ
ー
ル
に
て
12
月
８
日
、
茶
の
湯
文
化

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
千
利
休
と
高
山
右
近
」と
題
し
、
千

利
休
が
作
り
上
げ
た
茶
の
湯
の
歴
史
と
、

利
休
七
哲
の
一
人
で
あ
る
高
山
右
近
の

生
涯
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
戦

国
時
代
の
茶
の
湯
が
命
が
け
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

な
が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
本
講
演
に

は
約
3
3
0
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

『
藝
文
と
や
ま
』第
53
号
特
集
は
、「
地

域
文
化
活
動
の
評
価
と
展
望
」と
題
し
、

藤
間
蘭
黄
氏
、桜
井
多
佳
子
氏
、是
永
幹

夫
氏
、
小
島
多
恵
子
氏
な
ど
舞
台
芸
術

家
、
評
論
家
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
等
我
が

国
第
一
線
の
方
々
を
お
招
き
し
て
座
談
会

を
開
催
し
、「
我
が
国
の
文
化
振
興
に
お
け

る
地
域
文
化
活
動
の
評
価
を
富
山
県
芸

術
文
化
協
会
の
活
動
か
ら
考
え
、
展
望
す

る
」を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

『
藝
文
と
や
ま
』は
芸
文
協
会
員
の
皆

様
に
各
一
冊
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
各

加
盟
団
体
は
団
体
毎
に
お
渡
し
い
た
し

ま
す
の
で
、
芸
文
協
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
の
上
、
受
け
取
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
般
の
方
で
第
53
号
及
び

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お
買
い
求
め
の
方

は
、
芸
文
協
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

令和6年度茶の湯文化講座

美
の
祭
典
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
を
11
月
16
日
～
20
日
、
富
山
県
民
会
館
美

術
館
等
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

平
面
部
門
に
３
９
８
点
、
立
体
部
門
に

69
点
、
計
４
６
７
点
の
応
募
が
あ
り
、
Ｙ

Ｕ
Ｉ
Ｇ
Ａ
さ
ん
の
平
面
作
品
が
越
中
ア
ー

ト
大
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
本
美
術
展
は

ジ
ャ
ン
ル
分
け
や
応
募
サ
イ
ズ
に
制
限
が

な
く
、
よ
り
自
由
で
創
作
性
豊
か
な
作
品

を
応
募
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
開
会

式
の
あ
と
、
関
口
和
美
北
日
本
新
聞
社
編

集
局
生
活
文
化
部
長
が
進
行
し
て
ク
ロ
ス

ト
ー
ク
を
開
催
し
、
受
賞
者
は
作
品
へ
の

思
い
や
創
作
手
法
等
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
生

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
チ
ョ
ー
ク

ア
ー
ト
体
験
会
・

実
演
会
、
子
ど
も

の
た
め
の
絵
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

■
入
賞
者

【
越
中
ア
ー
ト
大
賞
】

富
山
県
知
事
賞

北
日
本
新
聞
社
長
賞

Ｙ
Ｕ
Ｉ
Ｇ
Ａ

【
優
秀
賞
】

富
山
県
知
事
賞

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
賞

永
森　
一
則

富
山
県
知
事
賞

北
日
本
新
聞
社
賞

上
原
田　
梓

富
山
県
知
事
賞

富
山
県
文
化
振
興
財
団
賞

井
村
明
日
香

富
山
県
知
事
賞

中
山
友
莉
菜

グ
ア
リ
ノ
ア
キ

【
越
中
ア
ー
ト
未
来
賞
】

安
吉　
将
吾

（
敬
称
略
）

美
の
祭
典
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

総
合
審
査
員
に
長
澤
忠
徳
氏
を
招
く

『
藝
文
と
や
ま
』第
53
号
発
刊
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※ 

開
催
日
・
会
場
、
実
施
団
体
、
出
演

団
体
の
順
に
掲
載

①
６
月
30
日
・
越
中
座

県
邦
楽
協
会

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）石
垣
清
美
氏

②
９
月
11
日
・
海
老
江
こ
ど
も
園

 
池
上
敦
子
氏
、
湯
浅
幸
嗣
氏
、
藤
澤

知
美
氏

③ 

９
月
20
日
・
上
滝
保
育
園

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

正
派　
寺
林
雅
楽
寛
社
中

④ 

９
月
29
日
・
片
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

片
口
地
域
振
興
会

黒
川
邦
楽
院

⑤ 

10
月
19
日
・
障
害
者
支
援
施
設
志
貴

野
苑

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
氏

⑥
10
月
19
日
・
越
中
座

県
邦
楽
協
会

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

二
代　
石
垣
征
山
氏

⑦
10
月
25
日
・
射
水
お
お
ぞ
ら
保
育
園

 

近
藤
洋
平
氏
、
谷
口
琴
音
氏
、
星
野

い
ず
み
氏

⑧ 

10
月
27
日
・
福
野
文
化
創
造
セ
ン

タ
ー
ヘ
リ
オ
ス

福
野
中
部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
な
み
野
民
遊
会

⑨ 

10
月
28
日
・
南
砺
市
立
福
光
中
部
小

学
校

県
宝
生
会
、
県
洋
舞
協
会

⑩
10
月
30
日
・
大
島
つ
ば
さ
保
育
園

県
洋
舞
協
会

⑪  

10
月
30
日
・
老
人
保
健
施
設
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
氷
見

華
の
会

⑫ 

11
月
３
日
・
西
布
施
交
流
館

西
布
施
地
域
振
興
会

五
十
嵐
嘉
真
社
中（
嘉
の
会
）

⑬ 
11
月
12
日
・
新
庄
幼
稚
園

緒
方
里
珠
氏
、
戸
島
園
恵
氏

⑭ 

11
月
13
日
・
県
立
富
山
総
合
支
援
学
校

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）宝
栄
美
希
氏

⑮ 

11
月
24
日
・
南
砺
市
城
端
伝
統
芸
能

会
館
じ
ょ
う
は
な
座

南
砺
市
城
端
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

 Q
uartet the M

oon

（
大
久
保
雅

春
氏
、
宮
下
潤
氏
、
中
井
和
也
氏
、

岡
本
勝
之
氏
）

⑯ 

11
月
25
日
・
新
湊
う
み
い
ろ
こ
ど
も
園

 

県
オ
ペ
ラ
協
会（
金
川
睦
美
氏
、
清

水
香
里
氏
）

⑰
12
月
６
日
・
滑
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

滑
川
市
中
央
公
民
館

 

川
村
文
乃
ハ
ー
プ
ト
リ
オ（
高
田
康

恵
氏
、
守
護
菊
野
氏
、
川
村
文
乃
氏
）

⑱ 

12
月
13
日
・
神
明
こ
ど
も
園

 

O
A
S
I
S
ク
イ
ン
テ
ッ
ト（
小
澤

眞
琴
氏
、
島
田
恭
歌
氏
、
黒
澤
桂
氏
、

舘
野
祥
子
氏
、
稲
垣
彩
子
氏
）

⑲ 

12
月
14
日
・
15
日
・
受
講
希
望
団
体

所
在
地
等

県
学
校
吹
奏
楽
連
盟

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）原
浩
介
氏

⑳ 

12
月
17
日
・
野
村
保
育
園

高
岡
商
業
高
校
吹
奏
楽
部

㉑ 

12
月
17
日
・
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
認
定
こ

ど
も
園

県
洋
舞
協
会

「
と
や
ま
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」（
県
委
託
事
業
）

県
民
の
要
望
に
合
わ
せ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
派
遣（
６
月
～
令
和
７
年
３
月
）

華の会（老人保健施設アルカディア氷見）
歌い踊り出したくなる民謡のステージ

正派　寺林雅楽寛社中（上滝保育園）
家族で参加のワークショップ
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㉒
12
月
17
日
・
富
山
市
立
福
島
保
育
所

 

納
村
真
紀
子
氏
、
道
下
和
美
氏
、
松

井
千
代
子
氏

㉓ 

12
月
18
日
・
高
岡
市
里
山
交
流
セ
ン

タ
ー

国
吉
ち
く
ば
保
育
園

な
ん
と
！
吹
奏
楽
団

㉔
12
月
19
日
・
晴
雲
幼
稚
園

 

坂
口
美
里
氏
、
別
本
裕
子
氏
、
中
野

悠
里
氏

㉕ 
12
月
23
日
・
婦
中
も
な
み
保
育
園

 
県
オ
ペ
ラ
協
会（
山
元
由
起
氏
、
新

村
真
理
氏
）

㉖ 

12
月
25
日
・
あ
ぶ
ら
で
ん
認
定
こ
ど

も
園

出
町
中
学
校
吹
奏
楽
部

㉗ 

12
月
26
日
・
か
み
い
い
の
認
定
こ
ど

も
園

県
洋
舞
協
会

㉘ 

１
月
５
日
・
６
日
・
高
岡
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
富
山
県
民
会
館

県
学
校
吹
奏
楽
連
盟

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）前
田
綾
子
氏

㉙ 

１
月
18
日
・
19
日
・
富
山
市
民
芸
術

創
造
セ
ン
タ
ー

県
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）小
森
康
弘
氏

㉚ 

１
月
24
日
・
と
よ
た
保
育
園

西
田
奈
保
美
社
中（
結
音
会
）

㉛
１
月
28
日
・
富
山
聖
マ
リ
ア
保
育
園

 

県
オ
ペ
ラ
協
会（
高
尾
静
佳
氏
、
岩

本
剛
輝
氏
）

㉜ 

１
月
29
日
・
梨
雲
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

日
本
民
謡
協
会
富
山
県
連
合
委
員
会

㉝
２
月
10
日
・
射
水
市
立
作
道
小
学
校

 

射
水
市
放
課
後
子
ど
も
教
室
作
道
教
室

 

長
田
み
な
み
氏
、
安
田
裕
美
氏
、
伊

藤
彩
恵
氏

㉞
２
月
16
日
・
上
平
交
流
セ
ン
タ
ー

上
平
地
域
づ
く
り
協
議
会

 

エ
ク
ラ 

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン 

カ
ル
テ
ッ
ト

（
谷
道
実
子
氏
、
東
岱
万
里
子
氏
、

加
藤
由
貴
氏
、
竹
下
眞
理
子
氏
）

㉟ 

２
月
19
日
・
オ
ー
ク
ス
カ
ナ
ル
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
富
山

（
一
社
）県
調
理
師
会

 
T
O
Y
A
M
E
N（
比
嘉
祥
人
氏
、

井
上
貴
信
氏
、
大
橋
俊
希
氏
）

㊱ 
２
月
20
日
・
上
関
保
育
園

 

ベ
ル
・
ソ
ー
シ
ェ
ー
ル（
村
上
麻
理

氏
、
谷
上
大
輔
氏
、
福
島
久
美
子
氏
）

㊲ 

２
月
26
日
・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
T
H
E 
W
E
S
T

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ルém

u

㊳ 

３
月
２
日
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
か
い
ぐ
ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ス
ケ
ッ
ト

 

石
田
雅
楽
穂
社
中（
茜
音
会
）、
麻
生

民
踊
舞
踊
豊
笑
会

㊴ 

３
月
８
日
・
立
山
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

 

県
オ
ペ
ラ
協
会（
串
田
淑
子
氏
、
赤

根
純
子
氏
、
岩
本
剛
輝
氏
）

㊵ 

３
月
14
日
・
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
至
宝
館
す
ま
は
ぴ

富
南
民
謡
会

㊶ 

３
月
15
日
・
16
日
・
富
山
市
民
芸
術

創
造
セ
ン
タ
ー
、
富
山
大
学
杉
谷

キ
ャ
ン
パ
ス

県
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）佐
々
木
新
平
氏

㊷
３
月
16
日
・
滑
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

滑
川
市
立
子
ど
も
図
書
館

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
ダ
ル
氏

㊸
３
月
25
日
・
に
な
が
わ
敬
寿
苑

 

県
オ
ペ
ラ
協
会（
護
摩
堂
謙
一
氏
、

護
摩
堂
若
氏
、
内
田
陽
子
氏
）

㊹
３
月
26
日
・
A
S
U
K
A
学
級

新
湊
高
校
吹
奏
楽
部

高岡商業高校吹奏楽部（野村保育園）
見事な演奏と演技を披露

県洋舞協会（ちゅうりっぷ認定こども園）
子どもたちも一緒にダンス
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●
案
内

マ
イ
ス
タ
ー
の
祷
り　
横
山
豊
介
展

３
月
15
日
㈯
～
４
月
14
日
㈪

 

南
砺
市
立
福
光
美
術
館

１
F
企
画
展
示
室

熱
血
血
パ
ン
ダ
公
演『
香
典
帳

清
書
の
書
き
手
』

３
月
29
日
㈯
～
30
日
㈰

内
川Studio

渋
川
流
剣
詩
舞
道
菊
帆
会
創
立

40
周
年
記
念
大
会

３
月
30
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
74
回
富
山
県
書
道
連
盟
展
併
催

第
49
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展

入
賞
作
品
展

４
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

富
山
県
民
会
館
美
術
館

池
坊
富
山
中
央
支
部
創
立
75
周

年
記
念
花
展

４
月
19
日
㈯
～
20
日
㈰

富
山
県
民
会
館

第
32
回
高
岡
茶
会

４
月
19
日
㈯

射
水
神
社　
和
室
・
饗
膳
殿

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ　
第
70
回
定
期
演
奏
会

４
月
19
日
㈯

 

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

片
山
瞠
山
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト　

～
片
山
瞠
山
の
世
界
５
～

４
月
20
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
11
回
日
展
富
山
展

４
月
25
日
㈮
～
５
月
11
日
㈰

富
山
県
民
会
館

演
劇『
鬼
会
議
』

５
月
５
日（
月・祝
）

 

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

（
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
内
）

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学　
桐
朋

ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
実
習
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
17
日
㈯

 

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

第
50
回
記
念　
武
蔵
野
音
楽
大

学
同
窓
会
富
山
県
支
部
演
奏
会

５
月
25
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

谷
道
実
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス　

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト〝
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
響
〟

５
月
25
日
㈰

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

富
山
大
学
医
科
薬
科
管
弦
楽
団

第
48
回
定
期
演
奏
会

５
月
31
日
㈯

 

高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

（
新
湊
中
央
文
化
会
館
）

第
32
回
富
山
県
い
け
花
作
家
協

会
展６

月
６
日
㈮
～
８
日
㈰

富
山
新
聞　
高
岡
会
館

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ 

特
別
演
奏
会

６
月
14
日
㈯

 

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

美
音-M

ion-5th. concert 

～
ク
ラ
シ
ッ
クde

ブ
レ
ー
メ

ン
の
音
楽
隊
～

６
月
21
日
㈯

氷
見
市
芸
術
文
化
館

2
0
2
5
年
浅
岡
会 

夏 

特
別

コ
ン
サ
ー
ト「
平
和
を
祈
る
」

６
月
22
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

五
線
に
ゆ
ら
め
く
虹
～
フ
ォ
ー

レ
と
ラ
ヴ
ェ
ル
～

６
月
29
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

中
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ　
桐
朋
学
園
音
楽
部
門
富

山
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
30
周
年
記

念
特
別
演
奏
会（
バ
イ
エ
ル
ン

放
送
響
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て
）

９
月
20
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学 

桐
朋

ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

協
奏
曲
の
ひ
と
と
き

10
月
18
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

思
索
す
る
コ
ン
ソ
ー
ト
～
ト
ロ

ン
ボ
ニ
ス
ト
と
の
対
話
～

10
月
18
日
㈯

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ　
第
71
回
定
期
演
奏
会

11
月
１
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

桐
朋
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
カ
デ

ミ
ー　
第
53
回
室
内
楽
定
期
演

奏
会 

第
１
日
、
第
２
日

11
月
７
日
㈮
～
８
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

中
ホ
ー
ル

現
代
舞
踊
協
会
河
上
鈴
子
ス
ペ

イ
ン
舞
踊
賞
・
新
人
賞
受
賞
記

念
講
演「
音
の
旅
人
」

12
月
27
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

中
ホ
ー
ル

チ
ェ
ロ
！Cello

！
チ
ェ
ロ
！

～
弦
楽
合
奏
の
愉
し
み
～

2
0
2
6
年
２
月
８
日
㈰

 

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

◆
記
録（
12
月
〜
３
月
）

第
1
0
8
回
二
科
展
巡
回
富
山
展

12
月
４
日
㈬
～
９
日
㈪

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

第
50
回
金
沢
美
大
出
身
作
家　

け
や
き
展

12
月
７
日
㈯
～
10
日
㈫

富
山
県
民
会
館

大
川
都
バ
レ
エ
教
室
第
38
回
発
表
会

12
月
15
日
㈰

 

黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー

コ
ラ
ー
レ

第
51
回
富
山
大
学
邦
楽
部
・
三

曲
会
定
期
演
奏
会

12
月
15
日
㈰

富
山
大
学
黒
田
講
堂

第
44
回
富
山
県
写
真
連
盟
展

２
月
７
日
㈮
～
９
日
㈰

富
山
県
民
会
館

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
公
開
レ
ッ
ス
ン

２
月
９
日
㈰

 

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

川
上
昌
裕
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

～
第
42
回
富
山
県
青
少
年
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
よ
り
～

２
月
９
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

富
山
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
＆

コ
ー
ラ
ス　
第
１
回
定
期
演
奏
会

２
月
23
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル　

中
ホ
ー
ル

第
31
回
春
を
生
け
る
北
日
本
い

け
ば
な
展

２
月
28
日
㈮
～
３
月
３
日
㈪

 

御
旅
屋
セ
リ
オ
５
階
マ
ル
チ

ス
ペ
ー
ス

学
校
法
人
富
山
音
楽
院　
第
74

回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
２
日
㈰

富
山
県
民
会
館

春
季
邦
楽
演
奏
会

３
月
９
日
㈰

北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー

第
38
回
富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
９
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

令
和
６
年
度　
民
謡
民
舞
富
山

県
連
合
大
会
・
民
謡
民
舞
少
年

少
女
大
会

３
月
16
日
㈰

砺
波
市
文
化
会
館

も
よ
お
し
の
記
録
と

案
内（
芸
文
協
後
援
事
業
）
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